
－
 
合
 
成
 
窒
 
素
 
肥
 
料
 
 

合
成
肥
料
に
は
、
近
年
出
現
し
た
新
種
の
も
の
が
あ
り
、
其
の
椰
類
は
少
く
な
い
が
、
従
来
の
合
成
肥
料
と
椚
す
べ
き
も
の
は
、
 
 

窒
素
肥
料
に
限
ら
れ
、
硫
安
、
石
衣
窒
素
及
び
早
く
よ
り
ノ
ー
ル
ウ
エ
ー
に
於
て
製
造
さ
れ
て
ゐ
た
硝
酸
石
衣
の
三
種
で
あ
り
、
其
 
 

の
生
産
黒
ば
、
合
成
ア
ム
モ
エ
ア
よ
り
製
せ
ら
れ
る
硫
安
が
首
で
、
石
衣
窒
素
が
之
に
次
ぐ
も
の
で
あ
つ
た
。
 
 
 

蛋
中
産
索
を
問
お
し
て
、
窒
素
肥
料
を
合
成
す
る
に
懲
り
、
ア
ム
モ
一
首
合
成
法
が
、
他
の
窒
素
封
建
法
よ
り
も
有
利
で
か
る
串
 
 

が
認
め
ら
れ
」
進
歩
の
大
な
る
も
の
が
あ
る
事
は
、
本
誌
第
二
巻
第
四
耽
（
昭
和
二
年
）
三
八
七
買
に
於
て
述
べ
て
お
い
た
が
、
其
の
 
 

後
に
於
て
も
著
し
い
畿
達
を
な
し
て
ゐ
る
事
は
、
次
表
の
同
定
窒
素
畳
に
よ
り
知
る
事
が
出
来
や
う
。
 
 

第
 
】
 
表
 
固
定
法
別
枕
許
の
固
定
窒
藤
恩
 
（
堅
位
ト
シ
）
 
 

固
定
法
 
 

一
九
二
六
 
 

第
六
番
 
 
帝
 
】
 
兢
 
 

合
 
成
 
肥
 
料
 
に
 
裁
て
 
 

電
弧
搾
取
法
 
 
 

四
〇
、
五
恵
○
 
 

石
灰
窒
藩
浩
 
 

一
五
〇
、
0
0
0
 
 

椎
 
 
名
 
 
七
 
 

（
八
八
）
 
八
八
 
 

ア
ム
モ
ェ
ア
合
成
法
 
 
 

四
山
○
、
0
0
0
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電
弧
硝
酸
法
は
、
電
力
を
多
く
要
し
、
専
ら
電
力
の
安
憤
な
ノ
ー
ル
ウ
ニ
一
に
朽
は
れ
て
ゐ
た
が
、
遮
に
一
九
二
九
年
以
来
中
止
 
 

す
る
に
至
っ
た
。
而
し
て
現
在
の
硝
酸
石
衣
は
、
合
成
ア
ム
モ
エ
ア
の
酸
化
に
よ
つ
て
得
ら
れ
る
硝
酸
か
ら
製
造
さ
れ
る
様
に
な
つ
 
 

て
ゐ
る
。
 
 
 

合
成
窒
素
肥
料
の
製
造
の
牽
達
と
共
に
、
勢
ひ
智
利
硝
石
と
の
封
抗
親
疎
が
あ
り
、
叉
叫
九
二
七
年
以
後
に
於
て
は
供
給
窒
素
豪
 
 

が
、
滑
費
窒
素
畳
を
越
え
る
に
至
っ
た
が
、
途
に
叫
九
三
〇
年
八
月
、
智
利
柵
石
と
献
酬
人
出
窒
素
肥
料
と
の
閉
に
因
際
協
定
が
成
 
 

立
し
、
各
閲
の
生
産
を
茸
際
の
需
給
額
に
迄
減
ら
し
就
学
を
除
く
零
に
な
つ
た
。
而
し
て
協
定
加
盟
国
は
ヲ
ー
ロ
ツ
。
ハ
生
産
者
の
九
 
 

十
八
〆
と
甘
利
硝
石
蛮
産
着
と
で
あ
つ
て
、
世
界
紙
座
額
の
八
十
〆
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
な
ほ
こ
の
協
定
は
叫
ケ
年
の
期
間
で
 
 

あ
る
が
、
長
期
の
も
の
と
す
る
交
渉
が
あ
る
。
其
の
結
果
副
生
硫
安
の
産
出
を
以
て
有
名
な
英
国
は
瓦
○
〆
、
波
勘
は
掴
○
解
、
合
 
 

成
化
革
工
業
に
盛
ん
な
イ
ー
・
グ
ー
（
I
G
）
愈
敢
を
有
す
る
ド
イ
ツ
些
ニ
○
〆
、
自
、
卸
叉
各
三
〇
〆
の
限
度
率
を
協
定
す
る
に
至
 
 

っ
た
。
働
く
の
如
き
国
際
協
定
が
成
立
し
た
事
は
商
品
界
に
於
て
特
筆
大
書
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
で
あ
る
。
 
 
 

左
に
各
位
窒
素
肥
料
の
一
九
二
九
年
六
月
末
迄
、
叫
ケ
年
間
の
窒
素
供
給
割
合
を
固
を
以
て
示
し
、
叉
其
の
生
産
及
び
消
費
の
窒
 
 

素
患
を
第
二
表
を
以
て
示
し
参
考
と
す
る
。
共
に
 
碧
コ
u
a
l
 
R
e
p
O
r
t
 
O
¶
t
h
e
 
n
O
告
C
i
】
 
知
 
E
x
e
2
t
則
く
e
 
n
O
ヨ
ヨ
i
什
t
e
e
 
O
¶
B
r
i
t
i
s
h
 
 

合
成
肥
料
に
試
て
 
 

一
入
〇
、
0
0
〇
 
 

二
〇
四
、
U
0
0
 
 
 

〓
九
〇
、
0
0
0
 
 

（
八
九
）
 
人
丸
 
 
 

珂
七
四
、
0
0
〇
 
 

六
六
八
、
C
0
〇
 
 

九
四
六
、
0
0
0
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第
六
奄
 
第
一
鱗
 
 

（
九
〇
）
 
九
〇
 
 

S
u
嘗
a
訂
○
¶
声
ヨ
ヨ
○
コ
i
a
F
2
d
2
－
a
－
i
O
コ
の
推
定
と
し
て
エ
柴
化
革
雑
誌
第
三
十
三
編
（
昭
和
五
年
）
第
七
冊
、
八
三
五
買
に
所
載
の
も
 
 

の
で
あ
る
。
 
 

笛
〓
表
 
窒
素
庇
料
生
産
及
約
款
高
 
（
叩
申
位
ト
エ
 
 

費 消  
′■－．・′＼＿｝一一ヽ  

紘 智 製   

滑 利 達   

賀 循 望   

見 石 窟   

其
ノ
他
ノ
合
成
窒
藩
 
 

其
ノ
他
ノ
副
塵
窒
素
 
 

管
 
制
 
硝
 
石
 
 

地
 
盤
 
塵
 
盈
 
 

石
 
 

吹
 
 

生
 
硫
 
安
 
 

成
 
硫
 
安
 
 
 

所
 
望
 
藩
 
 

酸
 
石
 
灰
 
 

】
九
二
五
－
六
 
 
 

二
九
六
、
七
〇
〇
 
 
 

二
八
九
、
二
〇
〇
 
 
 

五
入
五
、
九
〇
〇
 
 
 

】
五
〇
、
0
0
〇
 
 

三
〇
、
0
0
〇
 
 
 

一
こ
○
、
七
〇
〇
 
 

四
七
、
七
〇
〇
 
 
 

三
九
九
、
四
〇
〇
 
 

て
三
三
三
、
七
〇
〇
 
 

九
三
四
、
三
〇
〇
 
 
 

三
二
四
、
こ
0
〇
 
 

一
、
こ
五
入
、
滋
0
0
 
 

一
九
二
大
－
七
 
 
 

三
こ
八
、
こ
つ
〇
 
 

三
〇
〇
、
0
0
〇
 
 
 

六
二
八
、
こ
0
〇
 
 
 

一
入
〇
、
0
0
〇
 
 

八
二
〇
〇
〇
 
 
 

一
三
三
、
四
〇
〇
 
 

四
二
、
三
〇
〇
 
 
 

山
九
九
、
六
〇
〇
 
 

て
こ
六
四
、
五
C
〇
 
 

一
、
〇
三
七
、
五
〇
C
 
 
 

こ
七
五
、
こ
0
0
 
 

て
三
山
二
、
七
〇
C
 
 

一
九
こ
七
－
八
 
 
 

三
六
八
、
0
0
〇
 
 
 

三
六
七
、
0
0
〇
 
 
 

七
三
五
、
0
0
0
 
 
 

二
〇
四
、
0
0
〇
 
 
 

一
〇
五
、
C
0
0
 
 
 

二
三
六
、
0
0
〇
 
 

五
四
、
0
0
〇
 
 
 

三
九
〇
、
0
0
0
 
 

山
、
七
こ
四
、
0
0
〇
 
 

一
、
こ
五
C
、
七
〇
〇
 
 
 

三
九
一
、
三
〇
〇
 
 

∵
．
大
凶
二
、
0
0
0
 
 

一
九
二
八
－
九
 
 
 

三
七
六
、
0
0
〇
 
 
 

四
八
五
、
0
0
〇
 
 
 

八
六
て
0
0
0
 
 

ニ
ー
〇
、
0
0
〇
 
 
 

一
三
六
、
O
C
〇
 
 
 

三
六
五
、
0
0
〇
 
 

五
一
、
0
0
〇
 
 

四
九
C
、
O
C
〇
 
 

二
、
膚
一
ニ
「
0
0
〇
 
 

一
、
四
五
三
、
0
0
〇
 
 
 

四
一
九
、
C
0
0
 
 

】
、
八
七
二
、
0
0
0
 
 

し   
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〓
 
本
邦
の
合
成
窒
素
肥
料
工
業
の
概
況
 
 
 

肇
者
は
兜
に
大
正
十
五
年
常
時
の
本
邦
窒
素
工
業
の
概
況
宅
本
誌
第
二
容
顔
面
鹿
（
昭
和
二
年
）
掴
〇
九
頁
に
紀
赦
し
て
お
い
た
 
 

が
、
其
の
後
の
概
況
を
少
し
く
記
し
て
見
や
う
。
 
 
 

蛋
申
窒
素
固
お
工
柴
の
中
、
石
衣
窒
素
法
に
よ
る
も
の
に
は
、
既
述
の
、
電
気
化
塾
工
柴
、
大
同
肥
料
、
北
越
水
力
等
の
諸
合
祀
 
 

日
本
窒
素
脅
酔
よ
り
買
収
せ
る
、
大
日
本
人
造
肥
料
愈
酢
鏡
工
場
、
北
越
電
気
工
業
倉
酢
滑
川
工
場
の
他
に
、
信
越
窒
素
禽
赦
稟
井
 
 

工
場
（
新
潟
願
、
昭
和
三
年
創
業
）
、
昭
和
肥
料
命
祀
（
新
潟
願
鹿
瀬
、
昭
和
四
年
〕
な
ど
が
あ
り
、
近
く
紙
業
開
始
の
運
び
に
至
る
闊
 
 

産
肥
料
株
式
脅
酷
（
富
山
解
奥
津
）
が
あ
る
。
而
し
て
第
三
衰
の
如
き
昭
和
拘
年
度
の
生
産
高
が
あ
り
、
叉
昭
和
五
年
庇
生
産
預
婆
釣
 
 

が
磯
表
さ
れ
た
。
 
 

合
成
肥
料
に
餅
て
 
 

合判晩供藩窒  

（
九
こ
 
九
一
 
 
 

崩   
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之
に
よ
れ
ば
昭
和
墓
虔
に
は
二
島
ト
ン
違
え
る
生
産
力
が
雪
。
然
し
乍
ら
財
界
の
不
況
と
需
要
が
之
に
件
は
ぬ
結
誉
 
 

は
、
聾
昭
和
四
年
慶
正
於
て
既
に
九
管
ン
の
ス
ト
ッ
ク
嘉
す
朗
が
雷
、
芸
纂
に
竺
慶
解
散
さ
れ
た
、
共
同
版
語
 
 

合
が
再
び
組
織
さ
れ
姦
さ
れ
る
事
に
な
つ
た
。
叉
十
方
十
言
に
は
昭
和
六
年
五
月
迄
の
供
給
能
力
二
十
轟
音
ト
ン
掌
 
 

貢
ト
ン
と
し
、
四
〇
％
め
生
産
制
警
す
る
啓
に
内
定
、
近
く
欝
宿
す
る
尊
に
彗
宅
此
の
限
墓
誌
年
度
の
ス
ト
ッ
ク
丸
 
 

帯
ト
ン
を
生
産
高
に
入
る
れ
ぼ
賢
に
六
十
五
郎
に
達
す
る
。
 
 

石
次
芸
は
蒜
窒
素
鰐
中
、
菅
宗
晶
料
で
雪
が
、
芳
琵
故
に
慣
れ
ざ
る
期
が
雷
、
要
の
如
く
、
既
く
多
 
 
 

輸
 
 

入
 
 

其 大 日 昭 信 電  

免  

化   

触 回 聖 和 越 撃  

第
六
番
 
弟
 
】
 
兢
 
 

算
≡
義
 
石
灰
望
藤
生
座
高
 
（
単
位
チ
ト
こ
 
 

四
 
年
 
鹿
 
 

田
五
 
 

三
〇
 
 

二
〇
 
 

五
 
 

正
 
 

閏
 
 

】
〇
九
 
 

七
 
 

五
年
慢
（
預
定
）
 
 

一
〇
〇
 
 

三
五
 
 

玉
〇
 
 

五
 
 

五
 
 

】
二
 
 

こ
〇
七
 
 

五
 
 （

九
こ
）
 
九
こ
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先
に
使
用
さ
れ
て
居
ら
ぬ
。
依
っ
て
其
の
生
産
畳
の
過
牛
は
硫
安
に
欒
じ
て
販
攣
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
硫
安
と
す
る
に
於
て
は
、
生
産
 
 

費
の
瓢
か
ら
見
て
、
ア
ム
モ
ー
ー
ア
合
成
法
に
及
ば
ず
、
剰
飴
電
力
利
用
の
目
的
を
以
て
石
衣
窒
素
を
製
造
す
る
合
計
も
あ
る
。
 
 
 

次
に
ア
ム
モ
エ
ア
合
成
工
柴
に
就
て
述
べ
ん
に
、
本
邦
に
於
け
る
硫
安
の
需
宴
が
年
々
増
加
し
っ
1
あ
り
、
然
か
も
消
費
高
の
約
 
 

牛
ぼ
を
輸
入
に
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
状
態
に
あ
り
、
且
ア
ム
モ
ー
岬
ア
合
成
法
が
他
の
基
中
窒
素
固
定
法
に
優
る
寄
が
認
め
ら
れ
て
、
最
 
 
 

近
非
常
な
教
連
を
な
L
つ
ゝ
あ
る
。
 
 
 

此
の
草
業
愈
離
と
し
て
は
、
日
本
窒
素
肥
料
合
計
（
エ
場
地
、
延
岡
及
び
水
俣
、
共
に
伊
の
カ
ザ
レ
式
）
、
第
剛
窒
素
工
業
愈
址
 
 
 

（
昭
和
三
年
よ
り
三
井
焼
山
経
営
）
が
あ
る
他
に
、
大
日
本
人
造
肥
料
脅
政
の
フ
ァ
ザ
7
式
に
よ
る
富
山
僻
遠
盈
工
場
が
昭
和
三
年
四
 
 

月
創
発
し
、
星
に
此
の
エ
場
は
硫
昔
ニ
ケ
年
生
産
能
力
三
萬
ト
ン
よ
り
五
萬
ト
ン
に
拭
張
さ
れ
て
ゐ
る
。
 
 
 

特
筆
大
書
す
べ
き
事
は
、
朝
鮮
成
興
南
造
成
興
簑
m
面
に
エ
婁
を
有
す
る
、
朝
鮮
窒
素
工
黄
昏
祀
で
あ
つ
て
、
眈
に
創
業
し
た
の
 
 

で
あ
る
が
、
第
二
、
第
三
畿
電
朗
、
竣
エ
の
上
は
、
哉
電
能
力
一
日
十
九
寓
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
一
ケ
年
十
六
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
達
し
、
 
 

本
邦
の
絶
畿
電
力
山
ケ
年
約
八
十
倍
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
四
分
の
一
に
近
き
電
力
を
得
る
事
と
な
り
、
之
が
全
部
肥
料
工
場
に
滑
費
さ
れ
 
 

る
せ
の
寄
で
あ
る
が
、
然
る
上
は
叫
ケ
年
五
十
萬
ト
ン
の
硫
安
生
産
能
力
を
有
す
る
串
と
な
る
。
概
略
を
い
へ
ば
、
本
邦
の
硫
安
需
 
 

要
高
ほ
∴
ケ
年
約
六
十
萬
ト
ン
に
し
て
、
其
の
牛
が
本
邦
で
生
産
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
（
副
生
硫
安
を
含
む
）
之
と
比
べ
て
、
朝
鮮
 
 

窒
素
工
業
合
祀
の
規
模
の
如
何
に
大
な
る
か
ゞ
愈
像
さ
れ
や
う
。
 
 
 

な
ほ
、
計
塞
途
行
中
の
ア
ム
モ
エ
ア
合
成
工
巣
食
敢
に
、
昭
和
肥
料
合
祀
（
梅
見
市
、
臨
時
窒
素
研
究
所
の
研
究
方
法
に
よ
る
。
 
 

合
成
見
料
に
就
て
 
 

（
九
三
）
 
九
三
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



（
昭
利
六
寧
朝
8
年
鑑
併
載
）
 
 

世
弟
窒
素
肥
料
限
度
協
定
は
、
吾
が
囲
に
も
交
渉
が
あ
り
、
欧
洲
は
日
本
に
於
け
る
不
足
額
だ
け
を
供
給
し
て
、
本
邦
市
場
に
於
 
 

け
る
此
等
を
避
け
る
代
り
、
購
来
由
本
製
品
を
南
淫
、
印
度
芳
田
に
輸
出
せ
ぬ
事
と
い
ふ
楼
夜
提
案
が
あ
つ
た
が
、
近
く
輸
出
の
磯
 
 
 

第
六
舎
 
弟
一
紙
 
 

（
九
望
九
四
 
 

硫
安
；
年
生
産
力
約
五
番
ト
ン
）
が
あ
り
、
住
友
肥
料
合
祀
（
新
居
濱
・
米
園
…
、
イ
ー
、
シ
ー
N
E
C
式
、
硫
安
叫
ケ
年
生
 
 

魔
力
約
三
萬
ト
ン
）
が
あ
る
。
 
 

斯
く
し
て
、
硫
安
の
蔑
慶
力
、
昭
和
五
年
に
は
三
十
五
萬
ト
ン
、
六
年
に
は
七
十
萬
ト
ン
、
七
年
に
は
九
十
萬
ト
ン
を
有
す
る
に
 
 

至
る
と
云
は
れ
海
外
輸
出
の
期
も
近
き
に
あ
る
。
こ
1
数
年
閑
に
著
し
き
獲
展
を
見
る
寄
、
人
絹
工
業
と
共
に
本
邦
化
拳
工
柴
界
に
 
 

於
け
る
二
大
闘
と
い
は
ね
ぼ
な
ら
ぬ
。
 
 
 

次
の
第
凶
変
に
よ
り
硫
安
の
需
給
状
況
と
生
産
高
増
加
の
状
況
と
堅
不
さ
う
。
 
 

昭 昭 昭 昭 大  

和
 
 
四
 
 

和 利  

二 元  第
四
表
 
硫
 
安
 
供
 
給
 
 

申 年 年 年 中  

踵
 
産
 
高
 
 

一
こ
九
、
滋
二
一
 
 

二
四
五
、
二
九
六
 
 

一
八
一
、
四
囲
○
 
 
 

二
三
〇
、
O
C
O
 
 

こ
五
】
、
六
二
〇
 
 

高
 
（
軍
位
ト
ン
）
 
 

輸
 
入
 
高
 
 

こ
○
て
九
こ
八
 
 

こ
八
七
、
〇
五
二
 
 

二
測
七
、
玉
七
四
 
 

二
八
二
、
二
二
七
 
 

三
七
七
、
六
三
八
 
 

供
 
給
 
高
 
 

三
三
二
、
四
囲
九
 
 

四
三
二
、
三
四
八
 
 

四
二
九
、
○
∵
四
 
 

五
山
二
、
二
二
七
 
 

六
二
九
、
二
五
八
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運
に
達
す
る
、
本
邦
倉
田
に
は
之
を
喜
ば
ぬ
も
の
が
あ
り
、
未
だ
逓
る
研
が
な
い
。
 
 
 

右
節
用
表
に
よ
れ
ば
、
硫
安
の
供
給
高
が
年
を
逐
ふ
て
増
加
し
っ
1
あ
る
。
而
し
て
硫
安
工
業
の
餞
建
と
共
に
、
共
の
市
傾
が
低
 
 

下
し
行
く
は
自
然
の
埋
で
あ
り
、
夫
が
馬
に
硫
安
が
梶
木
販
昏
肥
料
の
首
位
に
あ
つ
て
、
粗
放
茸
肥
料
消
費
額
≒
惜
画
の
約
国
別
を
 
 

占
め
る
大
豆
粕
に
漸
次
代
周
さ
れ
る
趨
勢
を
示
し
て
ゐ
る
。
参
考
の
馬
次
表
を
掲
げ
る
。
 
 

（
工
発
化
聾
雑
誌
第
三
二
偏
（
昭
四
）
八
八
頁
所
載
）
 
 

三
 
新
 
合
 
成
 
肥
 
料
 
 
 

従
氷
の
合
成
肥
料
は
硫
安
や
石
衣
窒
素
の
如
く
、
肥
料
の
三
婁
素
の
中
、
た
ゞ
一
枝
を
食
む
も
の
ゝ
み
で
あ
つ
た
が
、
近
来
二
種
 
 

合
成
肥
料
に
既
て
 
 

一
畳
 
 

豆
 
 

第
五
衰
 
聖
者
一
賞
に
封
†
ろ
大
豆
粕
ミ
硫
安
ミ
の
憎
格
比
較
 
 

十
 
二
 
年
 
 

大
正
十
年
 
 

第
六
義
 
大
豆
粕
及
び
硫
安
消
費
高
 
（
軍
使
萬
貰
）
 
 
 

大
正
†
年
 
 

三
三
、
六
六
〇
 
 
 

四
、
五
掴
九
 
 

十
 
二
 
年
 
 

四
〇
、
六
八
一
 
 
 

六
、
四
〇
九
 
 

†
 
四
 
年
 
 

三
一
、
六
一
四
 
 
 

八
、
〇
九
九
 
 

†
 
四
 
年
 
 
 

五
●
八
一
 
 
 

三
●
四
こ
 
 

（
九
五
）
 
九
五
 
 
 

昭
和
こ
年
 
 

三
五
、
七
一
二
 
 

一
〇
、
こ
七
三
 
 

昭
和
二
中
 
 

川
●
三
三
 
 

二
●
五
一
 
 
 

≒冠  
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弟
六
番
 
第
一
紋
 
 

（
九
六
）
 
九
大
 
 

或
は
三
恕
哀
含
む
も
の
が
出
現
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
夫
は
完
全
肥
利
の
如
き
配
合
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
合
成
に
よ
ろ
新
種
の
肥
′
 
 

料
で
あ
る
。
 
 

叉
従
来
の
肥
料
は
北
ハ
の
有
効
成
分
量
が
比
較
的
少
な
く
窒
素
、
燐
酸
及
び
加
奥
の
絶
和
が
二
十
解
む
越
え
る
も
の
は
稀
で
、
次
衆
 
 

に
示
す
代
表
的
肥
料
中
に
於
て
は
僅
か
に
骨
材
、
硫
安
及
び
硫
酸
加
里
が
あ
る
に
過
ぎ
琴
い
。
 
 

穏
七
哀
■
 
魔
掛
の
ニ
ラ
安
静
合
∵
有
率
 
 

火
 
 

茶
 
 

鮫
 
 
 

・
印
け
 
 
 

硫
 
 

石
 
灰
 
窒
 
雷
 
 

管
 
利
 
硝
 
石
 
 

強
過
燐
酸
 
石
 
灰
 
 

普
 
通
 
適
 
燐
 
酸
 
 
 

搾 搾 賓 蹄 豆  

類
 
 

粕
 
 

粕
 
 

粕
 
 

安
 
 

窒
素
（
N
）
 
燐
酸
（
攣
 
 

六
●
二
％
 
 
 

荒
0
〇
 
 

六
。
〇
 
 
 

一
C
0
〇
 
 

九
〇
〇
 
 

四
〇
〇
 
 
 

こ
○
●
八
 
 

一
九
〇
〇
 
 

一
五
●
七
 
 

一
●
こ
％
 
 

二
〇
〇
 
 

三
〇
〇
 
 

四
〇
〇
 
 

五
●
○
 
 

二
一
・
〇
 
 

一
九
・
五
 
 

一
義
。
○
 
 

加
盟
（
仰
）
 
 

一
〇
凹
％
 
 

一
●
〇
 
 

一
〇
六
 
 

〇
●
六
 
 

〇
●
七
 
 

C
〇
二
 
 

三
安
蘇
合
計
 
 

八
〇
八
％
 
 

八
〇
〇
 
 

一
C
〇
六
 
 
 

一
四
。
六
 
 

一
国
●
七
 
 
 

二
義
。
二
 
 
 

二
〇
。
八
 
 

一
九
〇
〇
 
 
 

仙
五
。
七
 
 

‥
性
燐
酸
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然
る
に
潮
合
成
肥
料
中
に
は
、
有
効
成
分
量
が
三
十
％
を
越
え
る
も
の
が
少
か
ら
す
あ
る
。
此
の
有
効
成
分
塾
二
十
〆
以
上
の
も
 
 

の
に
勤
し
て
、
米
図
の
R
。
S
S
－
署
コ
。
コ
）
三
e
ト
r
百
三
氏
は
肥
料
の
分
類
に
常
り
へ
バ
○
コ
C
e
n
t
r
a
t
e
d
 
F
e
r
t
≡
N
e
r
ご
な
る
名
粥
を
蹴
ハ
ヘ
、
 
 

（
【
コ
d
u
s
叶
「
i
a
－
知
E
コ
号
e
e
r
i
⊃
n
〔
h
e
∃
i
s
t
r
y
、
く
。
ニ
Ⅶ
も
N
〓
こ
心
N
0
0
・
）
大
日
本
人
造
肥
料
合
祀
技
師
庄
司
務
氏
は
之
を
「
濃
厚
肥
料
」
と
 
 

し
て
紹
介
し
て
ゐ
る
。
（
エ
美
化
塾
雑
誌
附
鋒
第
∴
塘
昭
和
四
年
）
 
 
 

（
以
下
稿
を
草
す
る
に
雷
り
、
之
等
二
蟄
表
に
掠
る
朗
が
多
い
）
 
 
 

之
等
の
肥
料
が
他
の
肥
料
に
比
し
、
包
装
、
運
搬
、
貯
蔵
等
に
便
利
が
あ
る
溺
は
い
ふ
進
も
な
い
。
 
 
 

濃
厚
肥
料
に
就
き
特
に
考
施
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
寄
は
、
其
の
吸
濾
性
で
あ
つ
て
、
中
に
は
有
効
成
分
合
着
畳
が
大
な
る
に
拘
は
ら
ず
 
 

潮
解
性
が
あ
る
焉
に
、
取
扱
に
甚
し
く
不
便
を
感
ず
る
も
の
が
あ
り
、
製
造
に
際
し
て
も
特
別
な
加
工
法
を
施
さ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
も
の
 
 

も
あ
る
。
欧
米
に
比
し
温
度
の
高
い
本
邦
に
於
て
は
、
彼
の
地
に
於
て
不
便
な
き
も
の
も
、
使
用
し
難
き
も
の
が
あ
る
。
 
 
 

左
に
合
成
肥
料
の
吸
海
底
に
就
き
、
其
大
な
る
も
の
よ
り
順
を
逐
ふ
て
記
し
て
見
や
う
。
 
 

合
成
肥
料
に
就
て
 
 

硫
 
酸
 
加
 
盟
 
 

梯
曹
肥
料
 
五
 
鱗
 
 

五
 
紙
 
配
 
合
 
 

窟
 
臥
 
偲
 
料
 
 
 

五
●
0
 
 

茄
●
〇
 
 

八
●
○
 
 
 

一
〇
●
○
 
 
 

】
二
●
〇
 
 

八
●
○
 
 

四
八
●
○
 
 

】
●
○
 
 

州
∵
八
●
∪
 
 

一
六
●
〇
 
 

一
七
●
○
 
 

〓
ハ
・
〇
 
 
 

（
工
・
他
・
難
・
附
・
第
一
鱗
）
 
 

（
九
七
）
 
九
七
 
 
 

牒
力
涼
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（
言
d
．
E
コ
や
C
h
e
∃
－
こ
治
↓
p
．
N
】
N
．
）
 
 
 

垂
範
の
温
度
が
右
の
数
字
よ
り
も
大
な
る
場
合
に
は
、
其
の
捕
義
は
翻
解
性
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
邦
に
於
て
は
、
重
来
の
 
 

極
度
夏
用
八
〇
〆
と
な
る
事
稔
れ
で
な
く
、
▼
梅
雨
期
中
に
は
九
じ
〆
を
越
え
る
時
が
あ
り
、
前
者
の
温
度
に
於
て
は
鮭
化
ア
ム
モ
ニ
ー
 
 
 

燐
酸
一
ア
ム
 
屯
ニ
ア
 
 

燐
 
酸
 
】
 
加
 
盟
 
 

硝
 
酸
 
 
加
 
 
里
 
 

硫
 
 
酸
 
 
加
 
 
盟
 
 

種
 
 

硝
 
酸
 
 
石
 
 

硝
酸
ア
 
ム
 
毛
 
 

硝
 
 
酸
 
 
曹
 
 

尿
 
 

監
化
ア
 
ム
 
モ
 
 

硫
酸
7
 
ム
 
毛
 
 

燐
酸
こ
ア
ム
 
モ
 
 

臓
城
 
 
他
 
 
如
 
 
 

第
六
谷
 
 
第
－
兢
 
 

笛
八
蓑
 
 

頻
 
 
 

灰
 
 
 

〓
 
ア
 
 

連
 
 

濱
 
 
 

〓
 
ア
 
 
 

ニ
 
ア
 
 
 

ニ
 
ア
 
 

監
 
 

C
a
（
N
O
0
0
）
l
。
ム
コ
ほ
0
 
 

2
〓
－
コ
○
山
 
 
 

N
a
N
O
い
 
 

C
O
（
2
〓
こ
ほ
 
 

コ
エ
ー
〔
一
 
 
 

（
2
〓
ふ
）
柑
S
O
－
 
 

（
N
〓
こ
け
エ
P
O
山
 
 

H
C
】
 
 
 

（
Z
ユ
ニ
〓
は
P
O
－
 
 

K
コ
l
↓
P
O
J
 
 
 

K
コ
C
〝
0
0
 
 
 

K
帽
S
O
－
 
 

肥
料
用
妃
額
飽
和
溶
液
の
蒸
威
張
カ
ミ
平
衡
ミ
な
る
べ
与
空
戯
の
渥
畷
 
 

二
〇
庶
（
構
氏
）
 
 

五
初
・
八
％
 
 

六
三
●
三
 
 

七
囲
●
滋
 
 

入
○
●
七
 
 

七
九
●
二
 
 

八
】
●
〇
 
 

八
三
●
こ
 
 

八
五
●
三
 
 

九
二
一
●
一
 
 

九
三
・
二
 
 

九
四
●
義
 
 

九
七
・
〇
 
 

（
九
入
）
 
九
八
 
 

三
 
〇
 
畷
 
 

四
六
●
玉
％
 
 

嘉
九
●
囲
 
 
 

七
三
●
七
 
 
 

七
五
・
二
 
 
 

七
七
●
五
 
 
 

八
一
●
一
 
 

入
二
●
∧
 
 

八
四
●
四
 
 

九
二
●
九
 
 

九
三
●
〇
 
 
 

九
二
了
三
 
 
 

九
六
●
五
．
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ア
、
後
者
の
減
度
に
於
て
は
蟹
化
加
盟
よ
り
上
位
の
も
の
は
、
潮
解
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
各
種
の
新
合
成
肥
料
の
性
質
と
製
法
と
に
就
き
概
暑
を
記
し
て
見
や
う
。
 
 

且
 
窒
 
 
素
 
 
肥
 
 
料
 
 

一
硝
 
酸
 
石
 
衣
 
（
K
a
斉
s
a
－
p
e
什
e
「
し
 
 

之
は
早
く
よ
り
ノ
ー
ル
ウ
ニ
ー
踏
石
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
た
。
 
 
 

吸
温
恍
が
甚
し
く
大
な
る
を
快
鮎
と
し
、
錫
製
の
密
閉
ド
ラ
ム
で
運
抄
す
る
と
の
串
で
あ
る
。
 
 
 

ノ
ー
ル
ウ
芯
－
に
於
て
は
、
電
弧
硝
酸
法
に
よ
り
得
た
硝
酸
よ
り
製
造
し
た
の
で
か
る
が
、
其
の
製
法
は
既
に
述
べ
た
通
り
中
止
 
 

イ
ー
ゲ
1
 
 

さ
れ
、
次
の
1
G
昏
赦
の
も
の
と
同
様
の
も
の
を
製
造
す
る
事
に
な
つ
た
。
現
在
市
場
に
あ
る
硝
酸
石
衣
は
、
ド
イ
ツ
の
ー
G
合
 
 

歓
製
の
も
の
が
大
部
を
占
め
て
ゐ
る
。
 
 
 

I
G
合
祀
製
の
硝
酸
石
衣
は
約
五
〆
の
硝
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
を
含
み
窒
素
令
息
叫
率
先
〆
で
あ
る
。
 
 

其
の
製
法
は
合
成
ア
ム
モ
忘
ア
を
酸
化
し
て
得
た
硝
酸
を
、
石
膏
、
炭
酸
瓦
斯
及
び
ア
ム
せ
一
言
よ
り
硫
安
を
製
す
る
将
に
生
す
 
 

る
果
酸
石
衣
に
作
用
さ
せ
、
其
の
溶
液
を
煮
詰
め
て
硝
酸
ア
ム
屯
一
二
′
を
加
へ
、
冷
却
同
化
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
硫
酸
ア
ム
モ
エ
ア
 
 

を
加
へ
る
の
は
製
品
の
吸
漁
性
を
滅
す
る
と
い
ふ
よ
り
も
、
硝
酸
石
衣
の
固
化
を
易
く
す
る
馬
で
あ
る
。
 
 

エ
 
ロ
 
イ
 
ナ
硝
石
 
（
「
e
u
コ
山
十
∽
山
－
p
温
e
r
）
 
 

合
成
肥
料
に
就
て
 
 

（
九
九
）
 
九
九
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（
一
〇
〇
）
山
0
0
 
 
 

第
六
懸
、
第
一
航
 
 

硫
酸
ア
ム
モ
ニ
ア
と
硝
酸
ア
ム
モ
エ
ア
と
の
松
岡
皿
で
あ
つ
て
、
普
通
品
は
窒
素
二
十
六
〆
（
国
分
の
三
は
ア
ム
モ
エ
ア
性
、
埋
り
 
 

は
硝
酸
性
）
を
含
む
も
の
で
、
1
G
愈
敢
の
ロ
イ
ナ
エ
場
で
製
造
さ
れ
る
の
で
此
の
名
が
あ
る
。
 
 

三
 
l
－
ト
ロ
チ
ョ
ウ
ク
 
（
ヨ
t
r
O
n
h
a
l
k
）
 
 
 

硝
酸
ア
ム
モ
ー
㌦
ア
に
果
敢
石
衣
粉
を
混
合
し
た
英
図
ニ
ト
ラ
ム
禽
祀
（
コ
誉
a
ヨ
）
の
製
品
で
あ
る
。
含
有
窒
素
量
は
背
痛
二
〇
〆
で
 
 
 

あ
る
0
 
 
 

炭
酸
石
衣
を
混
合
す
る
の
は
、
硝
酸
ア
ニ
モ
一
言
の
吸
温
性
を
小
に
す
る
馬
で
あ
る
。
文
末
酸
石
衣
と
し
て
は
、
石
膏
、
ア
ム
モ
 
 

エ
ア
及
荻
酸
瓦
斯
よ
り
硫
安
を
饗
す
る
時
に
副
生
す
る
沈
澱
果
酸
石
衣
を
乾
燥
し
て
使
用
す
る
。
 
 

四
 
尿
 
 

素
 
（
H
a
r
コ
S
什
O
f
f
）
 
 
 

窒
素
含
有
率
の
駁
旦
向
い
肥
料
に
し
て
、
四
六
・
七
郎
の
窒
素
を
含
ん
で
ゐ
る
。
 
 

－
G
食
酢
の
製
造
法
は
、
ア
ム
モ
エ
ア
と
漠
酸
瓦
斯
と
が
原
料
で
、
之
を
加
越
釜
で
百
三
十
五
度
に
二
時
間
熟
し
、
其
の
生
成
物
 
 

を
分
溜
し
て
、
残
存
せ
る
ア
入
モ
一
－
ア
と
淡
酸
瓦
斯
と
を
回
収
す
れ
ば
、
釜
の
中
に
は
尿
素
の
溶
液
を
残
す
か
ら
、
之
を
眞
碁
蒸
畿
 
 

釜
で
濃
縮
し
、
釜
か
ら
披
き
出
し
て
同
化
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
 
 

茄
 
カ
 
ル
 
レ
 
ア
 
（
n
a
－
u
r
e
a
）
 
 
 

硝
酸
石
衣
と
尿
素
と
の
複
鞭
〔
〔
a
（
コ
○
こ
忘
n
O
（
2
〓
こ
こ
で
窒
素
三
千
四
勿
を
含
み
硝
酸
石
衣
や
尿
素
よ
り
も
、
吸
濾
性
が
大
に
 
 

低
下
さ
れ
て
ゐ
る
と
の
串
で
あ
る
。
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六
 
√
カ
ル
カ
ム
モ
 
ン
 
（
K
a
l
k
D
ヨ
ヨ
○
コ
ロ
．
声
＜
．
く
．
）
 
 
 

含
有
窒
素
畳
十
仙
〆
、
際
化
ア
ム
モ
エ
ア
と
炭
酸
石
衣
と
よ
り
成
り
、
ド
イ
ツ
の
ア
ム
モ
エ
ア
 
ク
フ
エ
ル
カ
ウ
フ
ス
 
フ
エ
ラ
 
 

ィ
ー
う
ダ
ン
ク
合
祀
（
ぎ
ヨ
。
コ
i
a
k
・
＜
e
r
謬
u
f
s
・
く
e
r
e
象
篭
コ
苧
G
・
ヨ
・
b
・
エ
・
）
の
製
品
で
あ
る
。
 
 

B
 
窒
 
素
 
燐
 
餞
 
肥
 
料
 
 

七
 
ヂ
ア
ム
モ
フ
ォ
ス
 
（
ロ
i
a
ヨ
ヨ
O
P
h
O
S
）
 
 
 

燐
酸
些
二
捜
基
駿
（
〓
も
○
こ
で
あ
る
か
ら
、
三
種
の
ア
ム
モ
ニ
ア
塵
を
生
ず
る
。
此
の
中
、
燐
酸
三
ア
ム
モ
ー
ー
ア
〔
（
Z
ユ
ニ
も
○
こ
 
 

は
窒
素
量
が
最
も
多
い
も
の
で
あ
る
が
、
常
温
に
於
て
も
分
解
し
、
絶
え
す
ア
ム
屯
エ
ア
を
放
散
す
る
の
で
、
肥
料
と
し
て
利
用
す
 
 

る
に
は
甚
だ
困
難
が
あ
る
。
又
隣
酸
仙
ア
ム
モ
ニ
ア
〔
（
2
H
こ
〓
持
P
O
L
は
、
三
種
の
中
最
も
吸
演
性
の
小
な
る
も
の
で
、
燐
酸
と
ア
 
 

ム
モ
エ
ア
よ
り
易
く
製
逸
す
る
寄
が
出
来
る
。
然
し
其
の
純
粋
な
庵
の
で
も
、
窒
素
が
十
二
・
二
〆
で
燐
酸
の
六
十
丁
七
％
に
封
し
 
 

過
少
の
羅
が
あ
る
。
夫
で
1
G
合
敢
で
は
燐
酸
二
ア
ム
モ
ニ
7
（
ヂ
ア
ム
モ
フ
ォ
ス
）
を
製
造
し
て
ゐ
る
。
 
 
 

燐
酸
二
ア
ム
モ
ニ
ア
の
純
粋
な
も
の
は
、
窒
素
十
八
由
〆
燐
酸
四
十
六
・
七
〆
を
含
ん
で
ゐ
る
。
磁
潤
の
状
態
で
は
分
解
し
て
ア
 
 

ム
モ
エ
ア
を
放
散
し
、
燐
酸
∴
ア
ム
モ
ー
仰
ア
に
な
る
快
鮎
が
あ
る
。
故
に
本
邦
の
如
き
塩
気
の
多
い
朗
で
は
、
取
扱
に
不
便
が
あ
り
 
 

I
G
合
祀
製
品
も
殆
ん
ど
ド
イ
ツ
に
於
て
の
み
消
費
さ
れ
る
傾
が
あ
る
。
叉
I
G
脅
敢
に
於
て
も
、
其
の
位
肥
料
と
し
て
供
給
す
る
 
 

よ
り
も
、
後
述
の
ロ
イ
ナ
フ
ォ
ス
や
ニ
ト
ロ
フ
ォ
ス
カ
等
の
製
造
に
多
く
使
用
す
る
と
の
事
で
あ
る
。
 
 

合
成
凪
斜
に
就
て
 
 

（
鵬
〇
一
）
】
○
】
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轟
六
撃
 
「
第
一
兢
 
 

（
一
〇
二
）
山
〇
二
 
 
 

燐
酸
二
ア
ム
モ
土
7
は
燐
酸
と
ア
ム
モ
エ
ア
と
よ
り
製
造
す
る
の
で
あ
る
が
百
度
以
下
の
過
度
で
分
解
す
る
の
で
困
難
が
あ
る
。
 
 

八
 
ア
ム
モ
フ
ォ
ス
 
（
ユ
ヨ
ヨ
O
P
h
O
S
）
 
 

燐
酸
ア
ム
屯
ニ
ア
と
硫
酸
ア
ム
モ
ニ
ア
と
の
混
合
物
に
輿
へ
ら
れ
た
商
品
名
で
あ
り
、
米
国
シ
ア
ナ
、
マ
イ
ド
愈
敢
の
製
品
で
あ
る
。
 
 
 

右
合
計
の
製
品
に
は
二
輔
が
あ
り
、
一
は
ア
ム
モ
エ
ア
二
十
〆
、
水
溶
性
燐
酸
二
十
解
の
も
の
で
、
本
邦
に
も
輸
入
さ
れ
て
ゐ
る
。
 
 

他
は
ア
ム
せ
エ
ア
十
三
〆
、
水
溶
性
燐
酸
四
十
八
〆
の
も
の
で
あ
る
0
 
 

製
造
法
は
、
燐
磯
に
過
剰
の
硫
酸
を
作
用
さ
せ
た
後
鎗
過
し
、
燐
酸
と
硫
酸
と
の
混
液
で
あ
る
濾
液
を
、
石
衣
窒
素
よ
り
の
ア
ム
 
 

モ
エ
ア
で
中
和
す
る
の
で
あ
る
。
 
 

九
 
ロ
イ
ナ
フ
ォ
ス
 
（
「
e
亡
コ
a
P
h
O
S
）
 
 

燐
酸
二
ア
ム
モ
ニ
ア
と
硫
酸
ア
ム
モ
エ
ア
と
の
混
合
物
で
、
前
記
の
ア
ム
モ
フ
ォ
ス
に
類
似
の
も
の
で
あ
る
。
I
G
愈
祀
製
の
も
 
 

の
で
本
邦
に
も
輸
入
さ
れ
て
ゐ
る
。
 
 
 

ア
ム
モ
エ
ア
二
十
五
〆
と
燐
酸
十
葦
％
と
を
含
み
、
過
燐
酸
石
衣
に
似
た
衣
白
色
の
も
の
で
、
吸
撼
性
は
飴
り
大
で
な
い
。
 
 

C
 
窒
 
素
 
加
 
里
 
肥
 
料
 
 

十
 
鵜
．
酸
 
加
 
盟
 
（
K
a
宇
S
a
官
t
e
l
）
 
 
 

窒
素
十
字
八
解
、
加
畢
二
十
八
・
七
％
吸
磁
性
な
き
倭
艮
な
る
肥
料
で
あ
る
。
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従
来
の
製
造
法
は
、
智
利
硝
石
と
陥
花
加
盟
と
を
原
料
に
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
近
来
は
附
花
加
盟
の
飽
和
溶
液
に
、
ア
ム
モ
エ
 
 

ア
を
酸
化
し
て
得
た
、
柵
酸
瓦
斯
を
吸
収
反
應
せ
し
め
て
製
造
す
る
。
 
 
 

叉
姪
化
加
里
の
代
り
に
食
附
首
位
用
す
れ
ば
、
硝
酸
曹
達
を
製
造
す
る
事
が
出
来
る
。
 
 

十
一
硝
酸
加
盟
ア
ム
モ
エ
ア
 
（
K
a
t
叫
a
ヨ
ヨ
○
コ
S
a
古
e
－
叶
2
r
）
 
 
 

1
G
禽
敢
の
製
品
で
窒
素
十
六
〆
（
ア
ム
・
モ
ー
l
ア
性
及
び
硝
酸
怜
窒
素
各
八
〆
）
加
盟
二
十
八
〆
を
含
ん
で
ゐ
る
。
 
 

蹄
酸
ア
ム
モ
一
首
と
臓
花
加
漫
と
の
首
鼠
を
、
少
量
の
水
の
存
在
の
下
に
混
和
し
て
製
造
す
る
。
 
 

硝
酸
ア
ム
㌣
盲
と
懸
化
加
里
と
の
叫
部
は
、
化
単
作
用
を
し
て
、
蟹
化
ア
ム
モ
エ
ア
と
硝
酸
加
盟
と
を
生
じ
る
。
 
 

コ
エ
ふ
2
0
？
十
K
C
－
＝
N
エ
ー
C
l
十
K
2
0
録
 
 

従
っ
て
製
品
は
硝
酸
ア
ム
屯
一
言
、
鰹
化
加
盟
、
捉
化
ア
ム
‡
1
7
及
び
硝
酸
加
盟
を
含
有
す
る
。
 
 
 

原
料
で
あ
る
硝
酸
ア
ム
モ
エ
ア
は
、
窒
素
最
多
く
三
十
瓦
％
を
食
み
、
叉
比
較
的
安
償
に
、
合
成
ア
ム
モ
ニ
ア
と
ア
ム
モ
ー
l
ア
を
 
 

酸
化
し
て
得
る
硝
酸
と
か
ら
製
造
さ
れ
る
が
、
吸
海
性
が
大
で
あ
り
、
爆
磯
性
が
あ
る
の
で
、
其
の
倍
で
之
を
肥
料
と
し
て
利
用
す
 
 

る
に
は
、
甚
し
き
不
便
が
あ
る
。
硝
酸
加
盟
ア
ム
モ
ニ
ア
に
す
る
苺
に
よ
り
、
硝
酸
ア
ム
モ
エ
ア
の
吸
温
性
は
大
佐
滅
ぜ
ら
れ
る
。
 
 

D
 
燐
 
酸
 
加
 
里
 
肥
 
料
 
 

十
二
 
燐
酸
 
叫
 
加
盟
 
（
p
O
t
a
S
S
己
ヨ
・
ヨ
○
コ
O
P
h
O
S
P
h
a
t
e
）
 
 
 

合
成
見
料
に
就
て
 
 

（
】
○
草
〓
〇
三
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弟
六
態
 
第
一
兢
 
 

〓
〇
四
）
一
〇
四
 
 
 

此
の
も
の
は
未
だ
エ
菜
的
に
製
造
さ
れ
る
迄
に
至
っ
て
ゐ
な
い
が
、
こ
の
も
の
と
、
燐
酸
二
丁
ム
モ
一
言
と
の
同
系
鰭
混
合
物
は
 
 

易
す
く
製
造
が
出
来
、
米
閥
フ
ェ
デ
ラ
ル
 
フ
ォ
ス
ホ
ラ
ス
禽
敵
襲
品
は
既
に
市
場
に
出
て
ゐ
る
と
の
寄
で
あ
る
。
 
 
 

製
造
は
一
分
子
鹿
の
俸
化
加
里
と
二
分
千
畳
に
相
常
す
る
誠
燐
酸
と
を
二
百
お
十
度
迄
の
温
度
で
作
用
さ
せ
た
後
、
ア
ム
モ
ー
ー
ア
 
 

を
以
て
中
和
し
、
同
化
せ
し
め
た
も
の
を
砕
い
て
製
品
に
す
る
。
 
 

E
 
窒
素
、
燐
酸
、
加
里
肥
料
 
 

十
三
 
ロ
イ
ナ
フ
ォ
ス
カ
 
（
「
e
u
コ
a
P
h
O
S
訂
）
 
 
 

I
G
昏
敢
の
製
品
で
ロ
イ
ナ
フ
ォ
ス
と
異
な
る
朗
は
、
博
化
加
盟
を
含
む
事
で
あ
る
。
ア
ム
モ
ニ
ア
十
六
〆
、
燐
酸
十
〆
、
加
里
 
 

十
二
毎
を
含
む
。
窒
素
、
燐
酸
、
加
里
の
比
が
字
芋
2
q
で
甲
一
〇
・
由
の
割
合
の
肥
料
を
姿
求
す
る
ド
イ
ツ
の
要
求
に
應
じ
て
製
 
 

造
さ
れ
た
も
の
と
の
事
で
あ
る
。
 
 

十
四
ニ
ト
ロ
フ
ォ
ス
カ
 
（
2
i
t
r
O
P
h
O
S
k
a
）
 
 

－
G
禽
敢
ロ
イ
ナ
エ
場
の
製
品
で
、
本
邦
に
も
輸
入
さ
れ
て
ゐ
る
。
次
の
如
き
糖
類
が
あ
少
、
何
れ
も
肥
料
の
三
野
責
を
含
む
も
 
 

の
で
あ
る
。
な
は
窒
素
に
は
硝
酸
性
の
も
の
と
ア
ム
モ
エ
ア
性
の
も
の
と
が
あ
る
。
 
 

望
 
濠
 
 

燐
 
酸
 
 

加
 
盟
 
 
望
藩
 
燐
酸
 
加
盟
の
比
 
 

】
㌻
ト
ロ
フ
ォ
ス
カ
I
G
 
l
 
（
黒
）
 
一
七
・
滋
％
 
 
】
三
・
〇
％
 
 
二
二
・
〇
％
 
 
 

三
 
 
 

四
 
 

五
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ニ
ト
ロ
フ
ォ
ス
カ
1
は
窒
素
、
‖
は
加
里
、
川
及
び
C
は
燐
酸
の
含
有
率
が
大
で
あ
る
。
C
は
‖
と
異
な
り
、
陥
肌
化
加
里
を
含
ま
ず
 
 

階
郎
化
物
を
嫌
ふ
煙
草
の
肥
料
と
し
て
専
ら
使
用
さ
れ
る
。
叉
ニ
ト
ロ
フ
ォ
ス
カ
‖
は
米
閲
に
輸
出
の
目
的
で
製
造
さ
れ
る
も
の
で
、
 
 

米
国
で
は
ニ
ト
ロ
フ
ォ
ス
カ
B
と
も
い
は
れ
て
ゐ
る
。
 
 

ニ
t
「
ロ
フ
ォ
ス
カ
は
柵
駿
ア
ム
モ
エ
ア
や
燐
酸
二
ア
ム
屯
ニ
ア
及
び
臓
爪
化
加
盟
（
但
し
ニ
ト
ロ
フ
ォ
ス
カ
C
の
場
合
に
は
硫
酸
加
 
 

嘗
が
原
料
で
、
熔
融
硝
酸
ナ
ム
モ
一
こ
ノ
に
他
の
二
原
料
を
加
へ
、
よ
く
混
和
拇
押
し
て
袈
し
、
冷
却
後
粉
砕
し
て
製
品
と
す
る
。
 
 

本
邦
に
は
窒
素
十
字
瓦
解
、
燐
酸
十
字
五
〆
、
加
盟
十
九
・
〇
〆
の
ニ
ト
ロ
フ
ォ
ス
カ
ー
G
が
輸
入
さ
れ
て
ゐ
る
。
 
 

十
五
…
隣
酸
加
重
尿
素
 
（
〓
a
r
コ
S
t
O
f
f
・
k
a
苧
p
h
O
S
P
h
O
r
）
 
 
 

窒
素
二
十
八
郎
、
燐
酸
十
週
〆
、
加
盟
十
四
％
を
含
み
、
尿
素
、
柵
腋
加
盟
及
び
燐
酸
二
ア
ム
屯
ニ
ア
よ
り
成
る
1
G
禽
敢
製
品
 
 

で
あ
る
。
果
横
国
塾
用
と
し
て
贋
く
使
用
さ
れ
る
。
 
 

第
九
去
 
合
 
成
 
肥
 
料
 
分
 
析
 
表
 
（
柄
弧
内
の
数
字
托
三
要
藩
の
比
ね
示
†
）
 
 

同 同 同 ト】  

翫
 
 

種
 
 

循
酸
 
石
 
灰
ハ
1
G
）
 
 
 

合
成
肥
料
に
醗
て
 
 

＝
 
（
脊
）
 
 

l
‖
 
（
赤
）
 
 

貝
 
（
織
）
 
 

C
 
（
褐
）
 
 

加
 
 
里
 
 

燐
 
 
酸
 
 

窒
 
 
粛
 
 

一
五
〇
五
％
 
 

二
六
●
五
 
 

膚
五
・
〇
 
 

】
一
●
〇
 
 

二
〇
●
〇
 
 

一
六
●
五
 
 

一
六
●
五
 
 

一
昌
 
 

三
C
●
〇
 
 

一
書
〇
 
 

一
五
・
五
 
 
 

】
九
●
○
 
 

一
五
●
五
 
 

1
％
 
 

ー
％
 
 

四 一 四 国  
（
一
〇
玉
）
】
〇
五
 
 
 

四 二 四 三  

三
要
惑
合
計
 
 
 

】
五
●
五
％
 
 

五 一 五 七  

′ノ嘉憲  
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r
ゝ
－
．
 
 

ロ
 
イ
 
ナ
 
フ
 
ォ
 
ス
 
 

硝
 
酸
 
加
 
盟
 
 

硝
酸
加
里
ア
ム
竜
三
ア
 
 

T
G
）
 
 

燐
 
酸
 
鵬
 
加
 
望
 
 

ロ
イ
ナ
 
フ
ォ
 
ス
 
カ
 
 
 

ー
一
ト
ロ
フ
ォ
ス
カ
 
l
 
 
 

同
 
 
 

同
 
 

弟
六
令
 
 
弟
一
酷
 
 
 

ロ
 
イ
 
ナ
 
循
石
 
 

工
 
ト
 
ロ
 
▲
チ
 
ョ
 
ウ
 
ク
 
 
 

詔
 
 
 

尿
 
 

カ
 
 
ル
 
 
レ
 
 
ア
 
 
 

カ
 
ル
 
カ
 
ム
 
モ
 
ノ
 
 

燐
酸
二
ア
ム
 
モ
ニ
7
 
 

燐
酸
一
ア
ム
竜
 
三
ア
 
 

ヂ
 
ア
 
ム
 
モ
 
ホ
 
ス
 
 
 

ア
 
ム
 
竜
 
フ
 
ォ
 
ス
 
 

（    （    （   ′一ヽ  

）   ヽJ′   ）   ヽ＿ノ  

ー    ■・・■・・■    一■■■■■■■■   ．■■．．一  

六 玉 七 三 ●   ○   ●   ● 滋 ○ 玉 ニ  

二
大
●
〇
 
 

一
C
●
〇
 
 

四
六
●
七
 
 

三
川
●
〇
 
 

一
〕
●
○
 
 

（
一
）
一
入
●
四
 
 

（
一
）
一
二
●
二
 
 

（
一
）
 
二
心
●
○
 
 

（
こ
 
〓
ハ
●
五
 
 

（
一
）
一
C
〇
七
 
 

（
一
）
 
二
〇
●
八
 
 

（
こ
一
三
●
八
 
 

（
一
）
 
】
六
●
○
 
 

（
○
●
八
）
 
 

（
c
●
七
）
 
 

（
C
・
七
）
 
 

（
〓
 
 
 

（
二
●
五
）
四
六
●
七
 
 

（
五
・
こ
六
】
・
七
 
 

（
二
●
六
）
五
五
●
0
 
 

（
一
●
二
）
こ
○
●
（
〕
 
 

（
四
〇
五
）
四
入
●
○
 
 

（
○
●
七
）
一
志
・
〇
 
 

ー
○
●
U
 
 
 

一
三
●
〇
 
 

一
一
●
〇
 
 
 

二
ハ
●
五
 
 

（
こ
●
八
）
≡
八
●
七
 
 

（
丁
八
）
二
八
●
C
 
 

（
一
）
一
三
●
○
 
 

（
；
三
）
こ
二
●
C
 
 

（
一
●
七
）
二
六
〇
五
 
 

（
丁
二
）
二
〇
。
○
 
 （

一
〇
六
）
一
〇
六
 
 二

六
●
○
 
 

山
○
●
〇
 
 

四
六
●
七
 
 

三
四
●
U
 
 

一
一
●
〇
 
 

六
許
●
一
 
 

七
三
●
九
 
 

七
六
●
O
 
 

T
ニ
六
〇
玉
 
 

東
八
〇
七
 
 

三
五
●
八
 
 

五
二
・
五
 
 

四
囲
●
0
 
 

三
六
●
こ
 
 

五
二
●
五
 
 

五
二
●
並
 
 

五
三
●
五
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



田
 
本
邦
の
新
肥
料
、
化
成
肥
料
 
 

本
邦
に
は
ド
イ
ツ
の
1
G
禽
敢
製
ロ
イ
ナ
フ
ォ
ス
、
1
1
ト
ロ
フ
ォ
ス
カ
、
及
び
米
国
の
ア
ム
モ
フ
ォ
ス
等
が
輸
入
さ
れ
、
其
畳
が
 
 

相
常
に
多
く
、
昭
和
三
年
度
に
些
二
萬
ト
ン
に
達
し
て
お
る
。
之
等
の
肥
粁
は
本
邦
に
於
て
は
未
だ
其
の
製
造
工
場
が
計
王
さ
れ
て
 
 

居
ら
ぬ
と
い
ふ
の
は
原
料
と
な
る
べ
き
燐
酸
が
、
ま
だ
エ
柴
的
に
製
超
さ
れ
る
迄
に
至
っ
て
ゐ
な
い
か
ら
で
あ
る
っ
 
 
 

燐
酸
の
エ
柴
的
製
造
法
k
は
、
硫
酸
法
と
窺
化
法
と
が
あ
る
。
 
 
 

硫
酸
法
に
よ
る
燐
酸
の
製
造
法
は
、
燐
触
を
ボ
ー
メ
二
十
七
－
ニ
手
虔
の
稀
硫
酸
で
鹿
理
し
、
刑
米
た
燐
酸
を
艦
過
し
て
、
石
膏
 
 

其
の
他
の
沈
澱
物
か
ら
分
離
す
る
の
で
あ
つ
て
、
蚤
過
燐
酸
製
造
に
供
す
る
馬
、
曾
て
吾
が
図
で
も
試
み
ら
れ
た
軍
が
あ
つ
た
。
然
 
 

し
、
燐
酸
の
濾
過
に
困
難
が
あ
り
、
叉
前
記
の
新
肥
料
製
造
に
は
出
来
た
燐
酸
を
吏
に
精
製
す
る
必
罫
が
あ
り
、
生
産
費
が
高
く
な
 
 

る
の
で
あ
る
。
 
 
 

気
化
法
に
よ
る
も
の
は
純
度
、
濃
度
共
に
高
い
燐
酸
を
製
造
す
る
寄
が
出
釆
る
が
電
力
を
多
く
要
す
る
。
其
の
製
法
は
蒐
づ
従
釆
 
 

の
黄
燐
の
製
造
法
と
同
じ
く
、
燐
椀
、
碇
砂
及
び
コ
ー
ク
ス
を
原
料
と
し
、
電
気
煙
で
燐
（
高
温
の
焉
憐
は
気
化
し
て
蒸
気
に
な
る
）
 
 

燐
酸
加
盟
 
尿
藩
 
 

合
城
見
料
に
就
て
 
 

〓
）
一
荒
●
0
 
 

（
一
）
一
玉
●
立
 
 

（
一
）
 
二
八
●
U
 
 
 

（
一
）
三
〇
●
○
 
 
 

（
一
）
 
】
五
。
玉
 
 

ハ
〇
・
五
）
 
】
四
●
○
 
 
 

（
一
）
一
五
●
○
 
 

（
一
二
）
一
九
〇
〇
 
 

（
C
●
玉
）
一
四
●
○
 
 二

〇
セ
）
】
〇
七
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n
a
∽
（
P
O
こ
柑
＋
u
S
6
匝
＋
胃
＝
u
n
a
S
i
O
レ
＋
P
て
†
肖
○
 
 

出
来
ね
燐
を
燐
酸
正
す
る
に
は
二
つ
の
方
法
が
雷
、
左
隣
の
蒸
気
を
基
菊
又
は
二
酸
化
炭
素
で
酸
化
し
、
筆
蒜
水
燐
酸
 
 

を
水
に
吸
収
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
 
 

N
P
柑
＋
ひ
○
ほ
＝
N
P
拍
○
ひ
 
 

P
．
8
十
肖
○
拍
＝
＝
P
柑
○
飢
十
買
O
 
 
 

P
ほ
○
ひ
＋
u
〓
柑
○
＝
N
H
∽
P
O
山
 
 

米
観
フ
ェ
デ
ラ
ル
フ
ォ
ス
ホ
ラ
ス
合
祀
は
此
の
方
法
に
よ
り
燐
酸
を
製
造
し
て
ゐ
る
。
 
 

他
の
方
法
は
、
姦
化
毅
素
を
食
む
燐
の
蒸
気
を
水
蒸
雪
酸
化
し
、
（
解
娃
と
し
て
シ
ャ
モ
ッ
ト
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
、
酸
化
鋳
等
 
 

が
使
用
さ
れ
る
）
 
 

P
柏
十
Ⅷ
H
沌
○
＝
P
l
。
○
り
l
＋
竿
－
相
 
 

生
じ
た
無
水
燐
酸
を
過
剰
の
水
蒸
気
に
よ
り
燐
酸
に
欒
ぜ
し
め
、
2
を
、
コ
ッ
ト
レ
ル
電
気
沈
魔
法
や
、
水
洗
法
で
回
収
す
る
の
 
 

で
あ
る
。
 
 

な
ほ
燐
酸
か
ら
分
離
さ
れ
庭
水
素
ぬ
ア
ム
云
ニ
ア
合
成
の
原
料
と
な
り
、
姦
化
果
素
放
水
蒸
気
で
虚
班
し
て
水
素
を
造
り
、
ア
 
 

ム
モ
エ
ア
合
成
の
際
料
と
す
る
。
－
G
食
紅
で
は
此
の
法
に
よ
り
ヂ
ア
ム
屯
フ
ォ
ス
を
製
迫
し
て
ゐ
る
。
 
 
 

弟
六
巻
 
第
 
】
 
紙
 
 

を
製
す
る
。
 
 

（
一
〇
八
〓
㌧
〇
八
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放
て
、
燐
酸
を
エ
柴
的
に
製
造
す
る
迄
に
進
ん
で
ゐ
な
い
、
本
邦
肥
料
禽
祀
は
、
相
常
勢
力
の
あ
る
輸
入
新
肥
料
忙
封
抗
す
る
発
 
 

と
七
て
、
化
成
肥
料
な
る
名
目
の
肥
料
を
製
造
版
賛
す
る
に
至
っ
た
。
然
し
其
の
有
効
成
分
量
は
、
本
邦
に
輸
入
さ
れ
る
。
イ
ナ
フ
 
 

ォ
ス
、
ニ
ト
ロ
フ
ォ
ス
カ
及
び
ア
ム
モ
フ
ォ
ス
等
に
此
ぶ
れ
ば
甚
だ
少
い
。
 
 
 

化
成
肥
料
な
る
も
の
～
製
法
は
堪
難
の
過
燐
酸
石
衣
の
製
造
に
際
し
、
原
料
の
燐
酸
に
硫
酸
ア
ム
モ
ニ
ア
、
石
衣
窒
素
及
び
硫
酸
 
 

加
里
又
は
歴
化
加
盟
等
を
混
和
し
、
之
に
硫
酸
を
加
へ
て
、
化
成
窒
に
移
し
、
反
應
を
進
ま
し
め
た
る
後
取
り
出
し
て
瀞
末
に
す
る
 
 

の
で
あ
る
。
又
其
の
製
品
に
ア
ム
モ
ー
ー
ア
瓦
斯
を
吸
収
せ
し
め
て
窒
素
鼠
を
多
く
し
た
も
の
も
あ
る
。
 
 
 

左
に
市
販
融
料
の
分
析
表
を
載
せ
潤
筆
す
る
。
 
 

第
＋
蓑
 
化
 
成
 
肥
 
料
 
分
 
析
 
表
 
 

種
 
 

み
 
づ
 
ほ
 
化
成
 
肥
料
 
 

大
日
本
燐
酸
加
里
肥
料
五
窮
 
 

ミ
 
さ
 
わ
 
化
 
成
肥
 
料
 
 

こ
 
づ
 
ち
 
化
成
 
肥
料
 
 

合
成
肥
料
に
就
て
 
 

望
 
 
兼
 
 
 

八
●
○
％
 
 

荒
●
○
 
 

玉
●
○
 
 

燐
 
 
酸
 
 
 

】
○
●
○
％
 
 

】
五
●
〇
 
 

一
二
●
〇
 
 

一
〇
●
0
 
 

加
 
 
盟
 
 
 

五
●
0
％
 
 
 

五
●
〇
 
 
 

三
●
○
 
 

玉
・
C
 
 （

昭
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日
了
）
 
 

（
】
〇
九
〓
〇
九
 
 
 

三
要
訝
合
計
 
 

二
三
●
○
％
 
 

二
〇
●
○
 
 

二
〇
●
○
 
 

二
〇
●
○
 
 

（
工
●
化
●
難
●
附
鋏
一
統
併
載
）
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